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〔目的〕α一fetoprotein（以下AFPと記す）の検出に，

Radioimmunoassayが応用された結果，　AFPは，原

発性肝癌患者血清にだけ，特異的に出現するものではな

いということがわかっているが，われわれもAFPの検

出をRadioimmunoassayで試みてみた．

〔方法〕　（1）抗体の作成AFPを含む肝癌患者腹水を，

Freund’s　Complete　adjuvantとまぜ，兎の足嚥および

皮下に注射した後，耳静脈から採血し，抗血清を得た．

これに正常人のプール血清を加えて，吸収操作を行なっ

た．　（2）抗原の作成AFPを含む肝癌患者血清を用い

て，西らが第28回日本癌学会総会記事で発表している，

DEAEおよびCMセルローズクロマトグラフィーによ

る精製法で行なった．（3）抗原の1251による標識Gre－

enwoodおよびHunterのChloramine　T法で行なっ

た．　（4）Bourld　i2sl－AFPとFree　i2sl－AFPの分離i，

硫酸ソーダによる塩析法で行なった．

〔成績〕　（1）抗体の特異性　吸収操作を行なった抗血清

は，免疫電気泳動法で，AFPを含む患者血清と，1本

の沈降線を形成し，正常人血清とは沈降線を形成しなか

った．（2）抗原の純度　西らの報告によると，AFPは，

単一の峰として得られたということであるが，われわれ

が試みた所では，単一一の峰として得ることはできず，免

疫電気泳動法でも，AFP以外の血清成分の混在が証明

されたので，化学的にAFPの濃度を測定することはで

きず，ヘキスト社より提供を受けたAFPのPartigen

を使用して，部分精製液中のAFPの濃度を免疫学的に

測定し，これを抗原として使用した．（3）この抗1血清と

抗原を用いてRadioimmunoassayを行ない，ほぼ満足

できる標準曲線を得ることができた．またPartigenに

よる測定値とも，ほぼ近似した値を示した．感度は

Oucherlony法の約500倍であった．

〔結論〕　吸収抗血清と部分精製抗原を用い，　Boundと

Freeの分離には，硫酸ソーダによる塩析法を使って，

AFPのRadioimmunoassayを行ない，臨床的に利用で

きることがわかった．
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　〔研究目的〕　第1RI研究所で作製されたDigoxin測

定用のRadioimmunoassay　Kitの倹討並びにその臨床

的評価について検索する．

　〔方法〕測定法はDextran　coated　charcoalを用いた

1抗体法でまた3H標識Digoxinが使用された．

　〔成績〕　既知量のDigoxinまたは被験血清，　Digoxin

抗血清および3H標識Digoxinの混合液のIncubaticn

時間を検討すると，結合型標識Digoxinの割合（％

Bound）は15分以後ほぼ一定となり，原法通りIncuba－

tion時間は15分であった．

　標準曲線は0濃度で％Boundはほぼ50％でDigoxin

2ng／mlの濃度で5％まで下降した．標準曲線の再現性

は極めて良好で，同一Lotでは1回標準曲線を作製す

れば，以後は1乃至2点のcheckで同一標準曲線の使

用が可能と考えられた．Lanatoside　Cを静注後の血清

を希釈し，そのそれぞれの％Boundをみると，それは

標準曲線と平行して変動した．Digoxinを含まない血清

に既知量のDigoxinを添加し，その実測値と比較する

と両者はほぼ一致し，太法における回収率は良好であっ

た．

　同一一試料を5回多重測定した場合の変動係数は1．75％

でばらつきは少く，また日差変動も僅少で本測定法の再

現性は極めて良好であった．

　2例の患者にDigoxin　O．125mgを午前8時および午

後5時30分に投与し，午前8時（投与直前）より4時間

毎に採血し，その日内変動をみると，投与直前と翌朝8

時の血中濃度はほぼ一致し，また日内変動も著明でなか

った．そこで採∬1［時間は∠「前8時Digoxin投与直前に

統一した．

　Digoxin　1［投与吊の増加に平行してそのlfll．清1　P　Dig－

oxin濃度も上昇した．次に20才より68才までのDigoxin

維持量経口投与rl・1の49例についてその1（］／「［｜Digoxin濃

度をみると，叩毒症状を示さない群では大部分は1より

2ng／mlに分布し，中F元症状を示す群のそれは有意に

高値を示した．

　〔結論〕　血中Digoxin濃度の測定は臨床的に有用で

あった．
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